
第５１０１号 令和４年４月２０日 

 

発  行  所 
北九州市小倉北区城内１番１号 

北 九 州 市 役 所 

 

目        次 

  

◇ 告  示 

 

 

ページ 

 

○ 収納事務の委託【建築都市局住宅部住宅管理課】 

２ 
  

◇ 公  告 

  

○ 請負契約に係る一般競争入札の公告（８件）【技術監理局契約部契約

課】 ３ 

○ 委託契約に係る一般競争入札の公告【技術監理局契約部契約課】 

１２ 

○ 道路の指定【建築都市局指導部建築審査課】 

１６ 

  

◇ 交 通 局 

  

○ 北九州市自動車事業使用料及び手数料条例施行規程の一部を改正する

規程【交通局総務経営課】 １７ 

  

◇ 訂  正 

  

○ 第５０９４号の訂正【財政局税務部税制課】 

２３ 

 

1



北九州市告示第２１８号 

 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１５８条第１項及び北九州

市会計規則（昭和３９年北九州市規則第４９号）第４０条第１項の規定により

、北九州市営住宅及び北九州市営住宅駐車場の使用料の収納事務を次のとおり

委託した。 

  令和４年４月２０日 

北九州市長 北 橋 健 治   

受  託  者 
委 託 期 間 

名   称 住   所 

北九州市住宅供給公社 北九州市小倉北区浅野三

丁目８番１号 

令和４年４月１日から

令和５年３月３１日ま

で 
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工事名 戸畑枝光線（牧山枝光間）道路改良工事（４－１）
工事場所 北九州市八幡東区大字枝光地内
工事内容 工事長　３１４メートル　ほか
工期 請負契約締結の日から令和５年２月２８日まで
予定価格 ８，９９８万円（消費税及び地方消費税相当額を除く。）
総合評価落札
方式

適用しない。

その他
この工事は、ＩＣＴ活用工事の試行対象工事（受注者希望型）である。詳細については、「特
記仕様書」を確認すること。

登録 建設工事有資格業者名簿（注１）に記載され、有資格業者としての資格を有していること。
登録工種 土木工事（希望順位が第１順位であること。）
等級（注２） Ａ
許可 土木工事業について特定建設業の許可を受けていること。
所在地 本店又は主たる営業所が北九州市内にあること。

実績

平成２９年度以降、北九州市（上下水道局、交通局及び公営競技局を含む。以下「本市」とい
う。）が発注した予定価格２００万円を超える額（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の
土木工事（軽微な工事（注３）を除く。）について、単体又は共同企業体の構成員として指名
の実績（一般競争入札で参加資格有りと認めたものを含む。）又は契約の実績があること。
（１）　競争参加資格確認申請書の提出期限の日において、本市が令和３年度又は令和４年度
  に発注した予定価格（注４）６，０００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。）
　の土木工事（推進工事、管更生工事、軌道工事及び本市が指定した特殊工事を除く。）を単
　体又は共同企業体の構成員として施工中でないこと。ただし、次のいずれかに該当する場合
　は、この限りでない。
　ア　北九州市技術監理局契約部が優良業者認定基準に基づき認定した土木工事の優良業者で
　　あるとき。
　イ　工事の施工の一時中止（注５）に係る通知を受けている場合において、当該工事中止期
　　間中であるとき。
　ウ　当該施工中の工事について、賃金又は物価等の変動に基づく契約金額の変更（注６）を
　　協議（注７）するため工期を延長した場合において、競争参加資格確認申請書の提出期限
　　の日が当該工期の延長に係る期間中のものであるとき。
（２）　本市が発注した予定価格６，０００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。
　）の土木工事（推進工事、管更生工事、軌道工事及び本市が指定した特殊工事を除く。）で
　令和４年４月１８日から本件開札日までの間に開札するものの落札者（共同企業体の構成員
　を含む。）でないこと。

技術者
この工事に係る監理技術者（直接的かつ恒常的な雇用関係（入札を行った日において雇用関係
が３箇月以上経過していることをいう。）にある者に限る。）を専任で配置することができる
こと。

その他 本市から指名停止を受けている期間中でないこと。
場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課

期間
この公告の日から本件開札日まで（注８）の毎日午前９時から午前１１時３０分まで及び午後
１時から午後４時３０分まで

４　競争参加
　資格確認申
　請書の提出
　期間
５　入札書の
　受付期間

場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課
日時 令和４年５月２４日　午前９時
最低制限価格 設ける。
入札保証金 免除する。

契約金額の１００分の１０以上の額。ただし、契約規則第２５条第７項第１号又は第２号のい
ずれかに該当する場合は、免除する。

９　その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北九州市長　北　橋　健　治

７　入札及び
　契約に関す
　る条件

（１）　令和４年５月１９日及び同月２０日　午前９時から午後７時まで
（２）　令和４年５月２３日　午前９時から午後４時３０分まで

（１）　この公告の日から令和４年５月９日まで（注８）の毎日午前９時から午後４時３０分まで
（２）　令和４年５月１０日　午前９時から正午まで

契約保証金

２　競争入札
　参加資格（
　次のいずれ
　にも該当す
　る者である
　こと。） 手持工事等

　録を完了していない者は、この入札に参加することができない。

（４）　北九州市電子入札実施要領第１０条各号のいずれかに該当する入札

次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。

（３）　契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札

（１）　この工事に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。

８　入札の無
　効

北九州市公告第２４２号
　次の工事について、一般競争入札により請負契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２２

　　令和４年４月２０日
。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定により、次のとおり公告する。
年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市契約規則（昭和３９年北九州市規則第２５号

（２）　入札説明書に定める期間中に仕様書等の交付を受けない者又は北九州市電子入札システムの利用者登

３　契約条項
　を示す場所
　及び期間

（１）　この公告に示した競争参加資格のない者のした入札
（２）　競争参加資格確認申請書等に虚偽の記載をした者の入札

６　開札の場
　所及び日時

１　工事概要
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注５　北九州市工事請負契約約款第２０条（上下水道局が発注した工事にあっては北九州市上下水道局工事請負契約約款第
　２０条、公営競技局が発注した工事にあっては北九州市公営競技局工事請負契約約款第２０条）に規定する工事の施工の
　一時中止をいう。
注６　北九州市工事請負契約約款第２６条第５項及び第６項（上下水道局が発注した工事にあっては北九州市上下水道局工
　事請負契約約款第２６条第５項及び第６項、公営競技局が発注した工事にあっては北九州市公営競技局工事請負契約約款
　第２６条第５項及び第６項）に規定する契約金額の変更をいう。
注７　北九州市工事請負契約約款第２６条第７項（上下水道局が発注した工事にあっては北九州市上下水道局工事請負契約
　約款第２６条第７項、公営競技局が発注した工事にあっては北九州市公営競技局工事請負契約約款第２６条第７項）に規
　定する協議をいう。
注８　この公告第３項及び第４項に規定する期間内に、日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７
　８号）に規定する休日及び１２月２９日から翌年の１月３日までの日が含まれる場合、それらの日を除く。

注３　北九州市工事執行規則（昭和４９年北九州市規則第７７号）第１８条の規定による軽微な工事をいう。
注４　合併入札を行った工事については、合併入札時の予定価格をいう。

注２　建設工事有資格業者名簿に記載されている工種ごとの等級をいう。

注１　北九州市建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則（平成６年北九州市規則第５９号）第７条第１項に
　規定する有資格業者名簿をいう。

（３）　この公告に関する問合せ先は、北九州市技術監理局契約部契約課（電話　０９３－５８２－２２５６
　）とする。
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工事名 石峯中学校大規模改修工事（第１期）
工事場所 北九州市若松区今光一丁目１２番８号
工事内容 学校の大規模改修工事
工期 請負契約締結の日から令和５年２月２８日まで
予定価格 ３億７，３８５万円（消費税及び地方消費税相当額を除く。）
総合評価落札
方式

適用する。（審査については、一括審査方式とする。）

登録 建設工事有資格業者名簿（注１）に記載され、有資格業者としての資格を有していること。
登録工種 建築工事（希望順位が第１順位であること。）
等級（注２） Ａ
許可 建築工事業について特定建設業の許可を受けていること。
所在地 本店又は主たる営業所が北九州市内にあること。

実績

平成２９年度以降、北九州市（上下水道局、交通局及び公営競技局を含む。以下「本市」とい
う。）が発注した予定価格２００万円を超える額（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の
建築工事（軽微な工事（注３）を除く。）について、単体又は共同企業体の構成員として指名
の実績（一般競争入札で参加資格有りと認めたものを含む。）又は契約の実績があること。

手持工事等
本市が発注した予定価格６，０００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の建築
工事で令和４年４月１８日から本件開札日までの間に開札するものの落札者（共同企業体の構
成員を含む。）でないこと。

技術者
この工事に係る監理技術者（直接的かつ恒常的な雇用関係（入札を行った日において雇用関係
が３箇月以上経過していることをいう。）にある者に限る。）を専任で配置することができる
こと。

その他 本市から指名停止を受けている期間中でないこと。
場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課

期間
この公告の日から本件開札日まで（注４）の毎日午前９時から午前１１時３０分まで及び午後
１時から午後４時３０分まで

４　競争参加
　資格確認申
　請書の提出
　期間
５　入札書の
　受付期間

場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課
日時 令和４年６月７日　午前９時
最低制限価格 設けない。
入札保証金 免除する。

契約金額の１００分の１０以上の額。ただし、契約規則第２５条第７項第１号又は第２号のい
ずれかに該当する場合は、免除する。

北九州市公告第２４３号

９　その他

６　開札の場
　所及び日時

７　入札及び
　契約に関す
　る条件 契約保証金

（１）　令和４年５月１９日及び同月２０日　午前９時から午後７時まで
（２）　令和４年５月２３日　午前９時から午後４時３０分まで

（２）　入札説明書に定める期間中に仕様書等の交付を受けない者又は北九州市電子入札システムの利用者登

（４）　北九州市電子入札実施要領第１０条各号のいずれかに該当する入札

　録を完了していない者は、この入札に参加することができない。

８　入札の無
　効

次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。

３　契約条項
　を示す場所
　及び期間

（１）　この公告に示した競争参加資格のない者のした入札

　次の工事について、一般競争入札により請負契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２２

１　工事概要

２　競争入札
　参加資格（
　次のいずれ
　にも該当す
　る者である
　こと。）

。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定により、次のとおり公告する。
年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市契約規則（昭和３９年北九州市規則第２５号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北九州市長　北　橋　健　治

（１）　この工事に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。

（３）　契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札

（１）　この公告の日から令和４年５月９日まで（注４）の毎日午前９時から午後４時３０分まで
（２）　令和４年５月１０日　午前９時から正午まで

（２）　競争参加資格確認申請書等に虚偽の記載をした者の入札

注２　建設工事有資格業者名簿に記載されている工種ごとの等級をいう。

注４　この公告第３項及び第４項に規定する期間内に、日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７

　　令和４年４月２０日

　８号）に規定する休日及び１２月２９日から翌年の１月３日までの日が含まれる場合、それらの日を除く。

（３）　この公告に関する問合せ先は、北九州市技術監理局契約部契約課（電話　０９３－５８２－２２５６
　）とする。

注１　北九州市建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則（平成６年北九州市規則第５９号）第７条第１項に

注３　北九州市工事執行規則（昭和４９年北九州市規則第７７号）第１８条の規定による軽微な工事をいう。

　規定する有資格業者名簿をいう。
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工事名 二島小学校大規模改修工事（第１期）
工事場所 北九州市若松区東二島五丁目１３番１号
工事内容 学校の大規模改修工事
工期 請負契約締結の日から令和５年２月２８日まで
予定価格 ３億２，２５１万円（消費税及び地方消費税相当額を除く。）
総合評価落札
方式

適用する。（審査については、一括審査方式とする。）

登録 建設工事有資格業者名簿（注１）に記載され、有資格業者としての資格を有していること。
登録工種 建築工事（希望順位が第１順位であること。）
等級（注２） Ａ
許可 建築工事業について特定建設業の許可を受けていること。
所在地 本店又は主たる営業所が北九州市内にあること。

実績

平成２９年度以降、北九州市（上下水道局、交通局及び公営競技局を含む。以下「本市」とい
う。）が発注した予定価格２００万円を超える額（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の
建築工事（軽微な工事（注３）を除く。）について、単体又は共同企業体の構成員として指名
の実績（一般競争入札で参加資格有りと認めたものを含む。）又は契約の実績があること。

手持工事等
本市が発注した予定価格６，０００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の建築
工事で令和４年４月１８日から本件開札日までの間に開札するものの落札者（共同企業体の構
成員を含む。）でないこと。

技術者
この工事に係る監理技術者（直接的かつ恒常的な雇用関係（入札を行った日において雇用関係
が３箇月以上経過していることをいう。）にある者に限る。）を専任で配置することができる
こと。

その他 本市から指名停止を受けている期間中でないこと。
場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課

期間
この公告の日から本件開札日まで（注４）の毎日午前９時から午前１１時３０分まで及び午後
１時から午後４時３０分まで

４　競争参加
　資格確認申
　請書の提出
　期間
５　入札書の
　受付期間

場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課
日時 令和４年６月７日　午前９時２０分
最低制限価格 設けない。
入札保証金 免除する。

契約金額の１００分の１０以上の額。ただし、契約規則第２５条第７項第１号又は第２号のい
ずれかに該当する場合は、免除する。

北九州市公告第２４４号

９　その他

６　開札の場
　所及び日時

７　入札及び
　契約に関す
　る条件 契約保証金

（１）　令和４年５月１９日及び同月２０日　午前９時から午後７時まで
（２）　令和４年５月２３日　午前９時から午後４時３０分まで

（２）　入札説明書に定める期間中に仕様書等の交付を受けない者又は北九州市電子入札システムの利用者登

（４）　北九州市電子入札実施要領第１０条各号のいずれかに該当する入札

　録を完了していない者は、この入札に参加することができない。

８　入札の無
　効

次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。

３　契約条項
　を示す場所
　及び期間

（１）　この公告に示した競争参加資格のない者のした入札

　次の工事について、一般競争入札により請負契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２２

１　工事概要

２　競争入札
　参加資格（
　次のいずれ
　にも該当す
　る者である
　こと。）

。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定により、次のとおり公告する。
年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市契約規則（昭和３９年北九州市規則第２５号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北九州市長　北　橋　健　治

（１）　この工事に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。

（３）　契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札

（１）　この公告の日から令和４年５月９日まで（注４）の毎日午前９時から午後４時３０分まで
（２）　令和４年５月１０日　午前９時から正午まで

（２）　競争参加資格確認申請書等に虚偽の記載をした者の入札

注２　建設工事有資格業者名簿に記載されている工種ごとの等級をいう。

注４　この公告第３項及び第４項に規定する期間内に、日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７

　　令和４年４月２０日

　８号）に規定する休日及び１２月２９日から翌年の１月３日までの日が含まれる場合、それらの日を除く。

（３）　この公告に関する問合せ先は、北九州市技術監理局契約部契約課（電話　０９３－５８２－２２５６
　）とする。

注１　北九州市建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則（平成６年北九州市規則第５９号）第７条第１項に

注３　北九州市工事執行規則（昭和４９年北九州市規則第７７号）第１８条の規定による軽微な工事をいう。

　規定する有資格業者名簿をいう。
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工事名 浅川小学校大規模改修工事（第２期）
工事場所 北九州市八幡西区浅川町１０番１号
工事内容 学校の大規模改修工事
工期 請負契約締結の日から令和５年２月２８日まで
予定価格 ２億８，３７１万円（消費税及び地方消費税相当額を除く。）
総合評価落札
方式

適用する。（審査については、一括審査方式とする。）

登録 建設工事有資格業者名簿（注１）に記載され、有資格業者としての資格を有していること。
登録工種 建築工事（希望順位が第１順位であること。）
等級（注２） Ａ
許可 建築工事業について特定建設業の許可を受けていること。
所在地 本店又は主たる営業所が北九州市内にあること。

実績

平成２９年度以降、北九州市（上下水道局、交通局及び公営競技局を含む。以下「本市」とい
う。）が発注した予定価格２００万円を超える額（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の
建築工事（軽微な工事（注３）を除く。）について、単体又は共同企業体の構成員として指名
の実績（一般競争入札で参加資格有りと認めたものを含む。）又は契約の実績があること。

手持工事等
本市が発注した予定価格６，０００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の建築
工事で令和４年４月１８日から本件開札日までの間に開札するものの落札者（共同企業体の構
成員を含む。）でないこと。

技術者
この工事に係る監理技術者（直接的かつ恒常的な雇用関係（入札を行った日において雇用関係
が３箇月以上経過していることをいう。）にある者に限る。）を専任で配置することができる
こと。

その他 本市から指名停止を受けている期間中でないこと。
場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課

期間
この公告の日から本件開札日まで（注４）の毎日午前９時から午前１１時３０分まで及び午後
１時から午後４時３０分まで

４　競争参加
　資格確認申
　請書の提出
　期間
５　入札書の
　受付期間

場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課
日時 令和４年６月７日　午前９時４０分
最低制限価格 設けない。
入札保証金 免除する。

契約金額の１００分の１０以上の額。ただし、契約規則第２５条第７項第１号又は第２号のい
ずれかに該当する場合は、免除する。

北九州市公告第２４５号

９　その他

６　開札の場
　所及び日時

７　入札及び
　契約に関す
　る条件 契約保証金

（１）　令和４年５月１９日及び同月２０日　午前９時から午後７時まで
（２）　令和４年５月２３日　午前９時から午後４時３０分まで

（２）　入札説明書に定める期間中に仕様書等の交付を受けない者又は北九州市電子入札システムの利用者登

（４）　北九州市電子入札実施要領第１０条各号のいずれかに該当する入札

　録を完了していない者は、この入札に参加することができない。

８　入札の無
　効

次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。

３　契約条項
　を示す場所
　及び期間

（１）　この公告に示した競争参加資格のない者のした入札

　次の工事について、一般競争入札により請負契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２２

１　工事概要

２　競争入札
　参加資格（
　次のいずれ
　にも該当す
　る者である
　こと。）

。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定により、次のとおり公告する。
年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市契約規則（昭和３９年北九州市規則第２５号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北九州市長　北　橋　健　治

（１）　この工事に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。

（３）　契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札

（１）　この公告の日から令和４年５月９日まで（注４）の毎日午前９時から午後４時３０分まで
（２）　令和４年５月１０日　午前９時から正午まで

（２）　競争参加資格確認申請書等に虚偽の記載をした者の入札

注２　建設工事有資格業者名簿に記載されている工種ごとの等級をいう。

注４　この公告第３項及び第４項に規定する期間内に、日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７

　　令和４年４月２０日

　８号）に規定する休日及び１２月２９日から翌年の１月３日までの日が含まれる場合、それらの日を除く。

（３）　この公告に関する問合せ先は、北九州市技術監理局契約部契約課（電話　０９３－５８２－２２５６
　）とする。

注１　北九州市建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則（平成６年北九州市規則第５９号）第７条第１項に

注３　北九州市工事執行規則（昭和４９年北九州市規則第７７号）第１８条の規定による軽微な工事をいう。

　規定する有資格業者名簿をいう。
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工事名 寿山小学校大規模改修工事（第１期）
工事場所 北九州市小倉北区大畠三丁目１０番１号
工事内容 学校の大規模改修工事
工期 請負契約締結の日から令和５年２月２８日まで
予定価格 ２億４，３９２万円（消費税及び地方消費税相当額を除く。）
総合評価落札
方式

適用する。（審査については、一括審査方式とする。）

登録 建設工事有資格業者名簿（注１）に記載され、有資格業者としての資格を有していること。
登録工種 建築工事（希望順位が第１順位であること。）
等級（注２） Ａ
許可 建築工事業について特定建設業の許可を受けていること。
所在地 本店又は主たる営業所が北九州市内にあること。

実績

平成２９年度以降、北九州市（上下水道局、交通局及び公営競技局を含む。以下「本市」とい
う。）が発注した予定価格２００万円を超える額（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の
建築工事（軽微な工事（注３）を除く。）について、単体又は共同企業体の構成員として指名
の実績（一般競争入札で参加資格有りと認めたものを含む。）又は契約の実績があること。

手持工事等
本市が発注した予定価格６，０００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の建築
工事で令和４年４月１８日から本件開札日までの間に開札するものの落札者（共同企業体の構
成員を含む。）でないこと。

技術者
この工事に係る監理技術者（直接的かつ恒常的な雇用関係（入札を行った日において雇用関係
が３箇月以上経過していることをいう。）にある者に限る。）を専任で配置することができる
こと。

その他 本市から指名停止を受けている期間中でないこと。
場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課

期間
この公告の日から本件開札日まで（注４）の毎日午前９時から午前１１時３０分まで及び午後
１時から午後４時３０分まで

４　競争参加
　資格確認申
　請書の提出
　期間
５　入札書の
　受付期間

場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課
日時 令和４年６月７日　午前１０時
最低制限価格 設けない。
入札保証金 免除する。

契約金額の１００分の１０以上の額。ただし、契約規則第２５条第７項第１号又は第２号のい
ずれかに該当する場合は、免除する。

北九州市公告第２４６号

９　その他

６　開札の場
　所及び日時

７　入札及び
　契約に関す
　る条件 契約保証金

（１）　令和４年５月１９日及び同月２０日　午前９時から午後７時まで
（２）　令和４年５月２３日　午前９時から午後４時３０分まで

（２）　入札説明書に定める期間中に仕様書等の交付を受けない者又は北九州市電子入札システムの利用者登

（４）　北九州市電子入札実施要領第１０条各号のいずれかに該当する入札

　録を完了していない者は、この入札に参加することができない。

８　入札の無
　効

次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。

３　契約条項
　を示す場所
　及び期間

（１）　この公告に示した競争参加資格のない者のした入札

　次の工事について、一般競争入札により請負契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２２

１　工事概要

２　競争入札
　参加資格（
　次のいずれ
　にも該当す
　る者である
　こと。）

。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定により、次のとおり公告する。
年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市契約規則（昭和３９年北九州市規則第２５号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北九州市長　北　橋　健　治

（１）　この工事に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。

（３）　契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札

（１）　この公告の日から令和４年５月９日まで（注４）の毎日午前９時から午後４時３０分まで
（２）　令和４年５月１０日　午前９時から正午まで

（２）　競争参加資格確認申請書等に虚偽の記載をした者の入札

注２　建設工事有資格業者名簿に記載されている工種ごとの等級をいう。

注４　この公告第３項及び第４項に規定する期間内に、日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７

　　令和４年４月２０日

　８号）に規定する休日及び１２月２９日から翌年の１月３日までの日が含まれる場合、それらの日を除く。

（３）　この公告に関する問合せ先は、北九州市技術監理局契約部契約課（電話　０９３－５８２－２２５６
　）とする。

注１　北九州市建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則（平成６年北九州市規則第５９号）第７条第１項に

注３　北九州市工事執行規則（昭和４９年北九州市規則第７７号）第１８条の規定による軽微な工事をいう。

　規定する有資格業者名簿をいう。
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工事名 菊陵中学校大規模改修工事（第１期）
工事場所 北九州市小倉北区下富野一丁目２番１号
工事内容 学校の大規模改修工事
工期 請負契約締結の日から令和５年２月２８日まで
予定価格 ２億３，７７１万円（消費税及び地方消費税相当額を除く。）
総合評価落札
方式

適用する。（審査については、一括審査方式とする。）

登録 建設工事有資格業者名簿（注１）に記載され、有資格業者としての資格を有していること。
登録工種 建築工事（希望順位が第１順位であること。）
等級（注２） Ａ
許可 建築工事業について特定建設業の許可を受けていること。
所在地 本店又は主たる営業所が北九州市内にあること。

実績

平成２９年度以降、北九州市（上下水道局、交通局及び公営競技局を含む。以下「本市」とい
う。）が発注した予定価格２００万円を超える額（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の
建築工事（軽微な工事（注３）を除く。）について、単体又は共同企業体の構成員として指名
の実績（一般競争入札で参加資格有りと認めたものを含む。）又は契約の実績があること。

手持工事等
本市が発注した予定価格６，０００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の建築
工事で令和４年４月１８日から本件開札日までの間に開札するものの落札者（共同企業体の構
成員を含む。）でないこと。

技術者
この工事に係る監理技術者（直接的かつ恒常的な雇用関係（入札を行った日において雇用関係
が３箇月以上経過していることをいう。）にある者に限る。）を専任で配置することができる
こと。

その他 本市から指名停止を受けている期間中でないこと。
場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課

期間
この公告の日から本件開札日まで（注４）の毎日午前９時から午前１１時３０分まで及び午後
１時から午後４時３０分まで

４　競争参加
　資格確認申
　請書の提出
　期間
５　入札書の
　受付期間

場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課
日時 令和４年６月７日　午前１０時２０分
最低制限価格 設けない。
入札保証金 免除する。

契約金額の１００分の１０以上の額。ただし、契約規則第２５条第７項第１号又は第２号のい
ずれかに該当する場合は、免除する。

北九州市公告第２４７号

９　その他

６　開札の場
　所及び日時

７　入札及び
　契約に関す
　る条件 契約保証金

（１）　令和４年５月１９日及び同月２０日　午前９時から午後７時まで
（２）　令和４年５月２３日　午前９時から午後４時３０分まで

（２）　入札説明書に定める期間中に仕様書等の交付を受けない者又は北九州市電子入札システムの利用者登

（４）　北九州市電子入札実施要領第１０条各号のいずれかに該当する入札

　録を完了していない者は、この入札に参加することができない。

８　入札の無
　効

次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。

３　契約条項
　を示す場所
　及び期間

（１）　この公告に示した競争参加資格のない者のした入札

　次の工事について、一般競争入札により請負契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２２

１　工事概要

２　競争入札
　参加資格（
　次のいずれ
　にも該当す
　る者である
　こと。）

。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定により、次のとおり公告する。
年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市契約規則（昭和３９年北九州市規則第２５号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北九州市長　北　橋　健　治

（１）　この工事に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。

（３）　契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札

（１）　この公告の日から令和４年５月９日まで（注４）の毎日午前９時から午後４時３０分まで
（２）　令和４年５月１０日　午前９時から正午まで

（２）　競争参加資格確認申請書等に虚偽の記載をした者の入札

注２　建設工事有資格業者名簿に記載されている工種ごとの等級をいう。

注４　この公告第３項及び第４項に規定する期間内に、日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７

　　令和４年４月２０日

　８号）に規定する休日及び１２月２９日から翌年の１月３日までの日が含まれる場合、それらの日を除く。

（３）　この公告に関する問合せ先は、北九州市技術監理局契約部契約課（電話　０９３－５８２－２２５６
　）とする。

注１　北九州市建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則（平成６年北九州市規則第５９号）第７条第１項に

注３　北九州市工事執行規則（昭和４９年北九州市規則第７７号）第１８条の規定による軽微な工事をいう。

　規定する有資格業者名簿をいう。
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工事名 泉台小学校大規模改修工事（第３期）
工事場所 北九州市小倉北区泉台一丁目３番１号
工事内容 学校の大規模改修工事
工期 請負契約締結の日から令和５年２月２８日まで
予定価格 ２億６３０万円（消費税及び地方消費税相当額を除く。）
総合評価落札
方式

適用する。（審査については、一括審査方式とする。）

登録 建設工事有資格業者名簿（注１）に記載され、有資格業者としての資格を有していること。
登録工種 建築工事（希望順位が第１順位であること。）
等級（注２） Ａ
許可 建築工事業について特定建設業の許可を受けていること。
所在地 本店又は主たる営業所が北九州市内にあること。

実績

平成２９年度以降、北九州市（上下水道局、交通局及び公営競技局を含む。以下「本市」とい
う。）が発注した予定価格２００万円を超える額（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の
建築工事（軽微な工事（注３）を除く。）について、単体又は共同企業体の構成員として指名
の実績（一般競争入札で参加資格有りと認めたものを含む。）又は契約の実績があること。

手持工事等
本市が発注した予定価格６，０００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の建築
工事で令和４年４月１８日から本件開札日までの間に開札するものの落札者（共同企業体の構
成員を含む。）でないこと。

技術者
この工事に係る監理技術者（直接的かつ恒常的な雇用関係（入札を行った日において雇用関係
が３箇月以上経過していることをいう。）にある者に限る。）を専任で配置することができる
こと。

その他 本市から指名停止を受けている期間中でないこと。
場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課

期間
この公告の日から本件開札日まで（注４）の毎日午前９時から午前１１時３０分まで及び午後
１時から午後４時３０分まで

４　競争参加
　資格確認申
　請書の提出
　期間
５　入札書の
　受付期間

場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課
日時 令和４年６月７日　午前１０時４０分
最低制限価格 設けない。
入札保証金 免除する。

契約金額の１００分の１０以上の額。ただし、契約規則第２５条第７項第１号又は第２号のい
ずれかに該当する場合は、免除する。

注２　建設工事有資格業者名簿に記載されている工種ごとの等級をいう。

注４　この公告第３項及び第４項に規定する期間内に、日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７

　　令和４年４月２０日

　８号）に規定する休日及び１２月２９日から翌年の１月３日までの日が含まれる場合、それらの日を除く。

（３）　この公告に関する問合せ先は、北九州市技術監理局契約部契約課（電話　０９３－５８２－２２５６
　）とする。

注１　北九州市建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則（平成６年北九州市規則第５９号）第７条第１項に

注３　北九州市工事執行規則（昭和４９年北九州市規則第７７号）第１８条の規定による軽微な工事をいう。

　規定する有資格業者名簿をいう。

。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定により、次のとおり公告する。
年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市契約規則（昭和３９年北九州市規則第２５号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北九州市長　北　橋　健　治

（１）　この工事に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。

（３）　契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札

（１）　この公告の日から令和４年５月９日まで（注４）の毎日午前９時から午後４時３０分まで
（２）　令和４年５月１０日　午前９時から正午まで

（２）　競争参加資格確認申請書等に虚偽の記載をした者の入札

北九州市公告第２４８号

９　その他

６　開札の場
　所及び日時

７　入札及び
　契約に関す
　る条件 契約保証金

（１）　令和４年５月１９日及び同月２０日　午前９時から午後７時まで
（２）　令和４年５月２３日　午前９時から午後４時３０分まで

（２）　入札説明書に定める期間中に仕様書等の交付を受けない者又は北九州市電子入札システムの利用者登

（４）　北九州市電子入札実施要領第１０条各号のいずれかに該当する入札

　録を完了していない者は、この入札に参加することができない。

８　入札の無
　効

次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。

３　契約条項
　を示す場所
　及び期間

（１）　この公告に示した競争参加資格のない者のした入札

　次の工事について、一般競争入札により請負契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２２

１　工事概要

２　競争入札
　参加資格（
　次のいずれ
　にも該当す
　る者である
　こと。）
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工事名 貫小学校大規模改修工事（第３期）
工事場所 北九州市小倉南区上貫三丁目１番１号
工事内容 学校の大規模改修工事
工期 請負契約締結の日から令和５年２月２８日まで
予定価格 １億５，６６２万円（消費税及び地方消費税相当額を除く。）
総合評価落札
方式

適用する。（審査については、一括審査方式とする。）

登録 建設工事有資格業者名簿（注１）に記載され、有資格業者としての資格を有していること。
登録工種 建築工事（希望順位が第１順位であること。）
等級（注２） Ａ
許可 建築工事業について特定建設業の許可を受けていること。
所在地 本店又は主たる営業所が北九州市内にあること。

実績

平成２９年度以降、北九州市（上下水道局、交通局及び公営競技局を含む。以下「本市」とい
う。）が発注した予定価格２００万円を超える額（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の
建築工事（軽微な工事（注３）を除く。）について、単体又は共同企業体の構成員として指名
の実績（一般競争入札で参加資格有りと認めたものを含む。）又は契約の実績があること。

手持工事等
本市が発注した予定価格６，０００万円以上（消費税及び地方消費税相当額を含む。）の建築
工事で令和４年４月１８日から本件開札日までの間に開札するものの落札者（共同企業体の構
成員を含む。）でないこと。

技術者
この工事に係る監理技術者（直接的かつ恒常的な雇用関係（入札を行った日において雇用関係
が３箇月以上経過していることをいう。）にある者に限る。）を専任で配置することができる
こと。

その他 本市から指名停止を受けている期間中でないこと。
場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課

期間
この公告の日から本件開札日まで（注４）の毎日午前９時から午前１１時３０分まで及び午後
１時から午後４時３０分まで

４　競争参加
　資格確認申
　請書の提出
　期間
５　入札書の
　受付期間

場所 北九州市小倉北区城内１番１号　北九州市技術監理局契約部契約課
日時 令和４年６月７日　午前１１時
最低制限価格 設けない。
入札保証金 免除する。

契約金額の１００分の１０以上の額。ただし、契約規則第２５条第７項第１号又は第２号のい
ずれかに該当する場合は、免除する。

北九州市公告第２４９号

９　その他

６　開札の場
　所及び日時

７　入札及び
　契約に関す
　る条件 契約保証金

（１）　令和４年５月１９日及び同月２０日　午前９時から午後７時まで
（２）　令和４年５月２３日　午前９時から午後４時３０分まで

（２）　入札説明書に定める期間中に仕様書等の交付を受けない者又は北九州市電子入札システムの利用者登

（４）　北九州市電子入札実施要領第１０条各号のいずれかに該当する入札

　録を完了していない者は、この入札に参加することができない。

８　入札の無
　効

次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。

３　契約条項
　を示す場所
　及び期間

（１）　この公告に示した競争参加資格のない者のした入札

　次の工事について、一般競争入札により請負契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２２

１　工事概要

２　競争入札
　参加資格（
　次のいずれ
　にも該当す
　る者である
　こと。）

。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定により、次のとおり公告する。
年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市契約規則（昭和３９年北九州市規則第２５号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北九州市長　北　橋　健　治

（１）　この工事に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。

（３）　契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札

（１）　この公告の日から令和４年５月９日まで（注４）の毎日午前９時から午後４時３０分まで
（２）　令和４年５月１０日　午前９時から正午まで

（２）　競争参加資格確認申請書等に虚偽の記載をした者の入札

注２　建設工事有資格業者名簿に記載されている工種ごとの等級をいう。

注４　この公告第３項及び第４項に規定する期間内に、日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７

　　令和４年４月２０日

　８号）に規定する休日及び１２月２９日から翌年の１月３日までの日が含まれる場合、それらの日を除く。

（３）　この公告に関する問合せ先は、北九州市技術監理局契約部契約課（電話　０９３－５８２－２２５６
　）とする。

注１　北九州市建設工事競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則（平成６年北九州市規則第５９号）第７条第１項に

注３　北九州市工事執行規則（昭和４９年北九州市規則第７７号）第１８条の規定による軽微な工事をいう。

　規定する有資格業者名簿をいう。

11



北九州市公告第２５０号 

 一般競争入札により、委託契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２

２年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市契約規則（昭和３９年

北九州市規則第２５号。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定によ

り次のとおり公告する。 

  令和４年４月２０日 

                    北九州市長 北 橋 健 治 

１ 委託内容等 

（１） 業務名 北九州市立埋蔵文化財センター移転改修及び耐震補強工事 

 実施設計委託  

（２） 業務内容等 仕様書で定めるとおり 

（３） 契約期間 契約締結日から令和５年３月３１日まで 

（４） 履行場所 北九州市八幡東区尾倉二丁目６番５号 

（５） 予定価格 ７，８２２万円（消費税及び地方消費税相当額を除く。 

 ） 

（６） 入札方法  

ア 総価により行う。落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に 

当該金額の１００分の１０に相当する金額を加算した金額（当該金額に

１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てるものとする。 

）をもって落札金額とするので、入札者は、消費税及び地方消費税に係

る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もった金額の

１１０分の１００に相当する金額を入札書に記載すること。 

イ 入札は、電子入札システムにより行う。 

２ 競争入札参加資格 

次の各号のいずれにも該当する者であること。 

（１） 地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当しない者であること

。 

（２） 競争参加資格確認申請書の提出期間の末日正午時点において、次の

いずれにも該当する共同企業体（自主結成方式により代表構成員及び代表

構成員以外の構成員の２者で構成されるものに限る。以下同じ。）である

こと。 

ア 共同企業体の構成員（代表構成員及び代表構成員以外の構成員をいう

。以下同じ。）が北九州市測量業務、建設コンサルタント業務等競争入

札参加者の資格及び審査等に関する規則（平成６年北九州市規則第６０

号）第７条第１項の有資格業者名簿（測量及び建設コンサルタント有資
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格者名簿という。以下同じ。）に、建築関係コンサルタント業務として

記載されていること。 

イ 共同企業体の代表構成員以外の構成員の出資比率が１００分の１０以 

上１００分の５０未満であること。 

ウ 共同企業体の構成員は、この業務について結成された他の共同企業体 

の構成員ではないこと。 

エ 共同企業体の構成員が北九州市（上下水道局、交通局及び公営競技局

を含む。以下「本市」という。）から指名停止を受けている期間中でな

いこと。 

オ 共同企業体の構成員が建築士法（昭和２５年法律第２０２号）第２３

条の規定に基づく一級建築士事務所の登録を受けていること。 

カ 共同企業体の構成員が、平成２４年度以降に受託し令和４年３月３１

日までに業務を完了した本市が委託した当初契約金額５００万円以上（

消費税及び地方消費税相当額を含む。）の建築工事の設計業務（基本設

計又は実施設計の業務をいう。以下同じ。）について、単体又は共同企

業体の構成員として受託した実績を有すること。 

キ 共同企業体の代表構成員が、平成２４年度以降に受託し令和４年３月

３１日までに業務を完了した国又は地方公共団体が委託した延べ面積２

，０００平方メートル以上（２以上の建築物がある場合においては、１

の建築物における床面積に限る。以下同じ。）の博物館又は美術館（い

ずれも設備を含む。）の新築、増築又は改築に係る工事の設計業務につ

いて、単体又は共同企業体の代表構成員として受託した実績を有するこ

と。ただし、増築及び改築については、当該部分の延べ面積が２，００

０平方メートル以上のものに限る。 

ク 共同企業体の代表構成員が、平成２４年度以降に受託し令和４年３月

３１日までに業務を完了した国又は地方公共団体が委託した延べ面積５

，０００平方メートル以上の建築物（主な構造が木造であるものを除く

。）の耐震補強に係る工事の設計業務について、単体又は共同企業体の

代表構成員として受託した実績を有すること。 

ケ 共同企業体の構成員のうち１社が測量及び建設コンサルタント有資格

者名簿の地域区分欄に「市内」又は「準市」と記載されていること。 

コ 共同企業体の代表構成員と代表構成員以外の構成員との間に、次のい

ずれかに該当する関係がないこと。 

   （ア） 会社法（平成１７年法律第８６号）第２条第４号の親会社（以

下「親会社」という。）と同条第３号の子会社（以下「子会社」とい
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う。）の関係 

（イ） 親会社を同じくする子会社同士の関係 

（ウ） 一方の会社の役員が他方の会社の役員を現に兼ねている関係 

（エ） 一方の会社の役員が他方の会社の管財人を現に兼ねている関係 

３ 入札手続等 

（１） 契約条項を示す場所及び日時 

ア 場所 北九州市小倉北区城内１番１号 

北九州市技術監理局契約部契約課 

イ 日時 この公告の日から令和４年５月２４日まで（日曜日、土曜日及

び国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休

日（以下「日曜日等」という。）を除く。）の毎日午前９時から午前１

１時３０分まで及び午後１時から午後４時３０分まで 

（２） 入札説明書及び仕様書の交付方法 

  ア 入札説明書にあっては北九州市技術監理局契約部のホームページの入

札・契約情報から、仕様書にあっては当該ホームページの設計図書から

ダウンロードする方法により交付する。 

北九州市技術監理局契約部のホームページ 

   http://www.k-nyusatsu.city.kitakyushu.jp/index.html  

 イ 入札説明書に定める期間中に仕様書の交付を受けない者又は北九州市

電子入札システムの利用者登録を完了していない共同企業体の代表構成

員は、この入札に参加することができない。 

（３） 入札説明会 入札説明会は、行わないものとする。 

（４） 競争参加資格確認申請書の提出期間 

この公告の日から令和４年５月９日まで（日曜日等を除く。）の毎日午

前９時から午後４時３０分まで及び同月１０日午前９時から正午まで 

（５） 入札書の受付期間 

令和４年５月１９日及び同月２０日午前９時から午後７時まで並びに同

月２３日午前９時から午後４時３０分まで 

（６） 開札の場所及び日時 

ア 場所 第１号アの場所 

イ 日時 令和４年５月２４日午前９時 

４ 電子入札に関する事項 

（１） この公告に係る入札は、競争参加資格確認申請書（添付資料を除く

。）の提出、競争参加資格確認通知書の発行、入札書の提出、開札、落札

者の決定、落札者決定通知書の発行等を電子入札システムにより行う。 
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（２） その他電子入札システムに係る運用については、北九州市電子入札

実施要領、運用基準及び電子入札心得によるものとする。 

５ その他 

（ 1 ） 契約手続において使用する言語及び通貨 

ア 言語 日本語 

イ 通貨 日本国通貨 

（２） 最低制限価格は、設けるものとする。 

（３） 入札保証金及び契約保証金 

ア 入札保証金 免除する。 

イ 契約保証金 契約金額の１００分の５以上の額 

ただし、契約規則第２５条第７項各号のいずれかに該当する場合は免

除する。 

（４） 入札の無効 

   次のいずれかに該当する入札は、無効とする。 

ア この公告に示した競争入札参加資格のない者がした入札 

イ 申請書等に虚偽の記載をした者がした入札 

ウ 契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札 

エ 北九州市電子入札実施要領第１０条各号のいずれかに該当する入札 

（５） 契約書作成の要否 要 

（６） 契約書作成に要する費用（収入印紙等）は、全て落札者の負担とす

る。 

（７） この公告に係る契約に関する事務を担当する所管課の名称及び所在

地等 

北九州市技術監理局契約部契約課 

〒８０３－８５０１ 北九州市小倉北区城内１番１号 

電話 ０９３－５８２－２２５６ 
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北九州市公告第２５２号 

建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）第４２条第１項第４号の規定によ

り道路を指定したので、建築基準法施行規則（昭和２５年建設省令第４０号）

第１０条第１項の規定により、次のとおり公告する。 

  令和４年４月２０日 

北九州市長 北 橋 健 治   

１ 道路の種類 

  建築基準法第４２条第１項第４号の道路 

２ 指定年月日及び指定番号 

  令和４年４月２０日 第９４５２０１号 

３ 道路の位置、延長及び幅員 

路線名 
位置 

延長（ｍ） 幅員（ｍ）
起点 終点 

北鷹見町

１０号線 

北九州市八幡西

区北鷹見町４２

１番１地先 

北九州市八幡西

区北鷹見町４８

２番１３地内 

２３６．０ １２．０ 
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北九州市交通局管理規程第５号 

 北九州市自動車事業使用料及び手数料条例施行規程の一部を改正する規程を

次のように定める。 

  令和４年４月２０日 

                 北九州市交通局長 福 本 啓 二   

北九州市自動車事業使用料及び手数料条例施行規程の一部を改正 

する規程 

 北九州市自動車事業使用料及び手数料条例施行規程（昭和３９年北九州市交

通局管理規程第７号）の一部を次のように改正する。 

 別表第１を次のように改める。   

17



か
ん

ぽ
の

宿
北

九
州

　
　

　
　

　
  

  
　

　
　

　
　

  
 

岩
屋

　
岩

屋
入

口
　

　
　

西
小

石
町

 
　

　
　

　
北

湊
浄

化
セ

ン
タ

ー
前

　
新

屋
敷

　
北

連
歌

浜
　

安
瀬

口
　

安
瀬

　
　

  
  

芦
屋

町
役

場
前

芦
屋

橋
　

　
　

　
山

鹿
　

 ｸ
ﾞﾘ

ｰ
ﾝ

ﾊ
ﾟｰ

ｸ
  

  
 第

二
北

湊
町

　
　

　
 八

光
丸

入
口

青
葉

台
交

差
点

  
  

 第
一

北
湊

町
芦

屋
中

学
校

前
有

毛
  

 上
有

毛
竹

並
北

浜

自
衛

隊
前

 波
打

町

高
浜

町
芦

屋
総

合
  

 桜
町

体
育

館
前

  
  

  
  

産
業

医
科

大
学

若
松

病
院

鶴
松

団
地

  
 若

松
郵

便
局

前
浜

口
 

飛
行

場
下

　
　

　
 　

　
青

葉
台

入
口

大
君

　
　

高
須

団
地

　
 ウ

イ
ン

グ
大

城
プ

ラ
ザ

前
  

  
　

幸
町

江
川

橋
　

　
高

須
西

一
丁

目
  

  
 払

川
  

粟
屋

入
口

  
  

　
浅

生
高

須
南

二
丁

目
　

　
高

須
交

番
前

　
明

治
町

  
  

　
通

り
粟

屋
　

銀
天

街
前

高
須

公
営

第
二

粟
屋

住
宅

前
　

　
 　

新
払

川
　

 本
町

　
 猪

熊
北

　
　

向
田

　
  

三
ツ

頭
　

　
 　

大
橋

　
 本

町
猪

熊
第

二
三

松
園

　
  

  
 高

須
南

一
丁

目
御

開
若

松
競

艇
場

　
　

三
丁

目
 　

 高
須

小
学

校
前

　
 　

　
 塩

屋
本

城
陸

上
　

　
第

三
二

島
　

第
二

三
松

園
競

技
場

前

　
  

  
 三

松
園

  
  

第
二

浅
川

橋
　

　
東

中
島

紫
川

橋
　

五
月

　
  

 浅
川

橋
本

城
三

丁
目

　
　

碇
地

小
池

学
園

前
　

　
十

字
路

お
か

の
台

団
地

小
倉

駅
新

幹
線

口
　

８
棟

前
浅

川
学

園
台

　
光

貞
台

樋
口

お
か

の
台

団
地

浅
香

通
り

　
１

８
棟

前
 古

開
お

か
の

台
団

地
　

千
代

ヶ
崎

入
口

　
　

三
丁

目
　

 本
城

西
団

地
  

  
本

城
東

　
浅

川
台

三
丁

目
　

　
一

丁
目

　
　

　
米

町
　

 産
業

医
科

大
学

　
 病

院
入

口
力

丸
町

　
　

夜
越

梅
ノ

木
団

地
前

九
州

共
立

大
前

  
 本

城
西

市
営

住
宅

前
　

　
西

門
前

  
 帯

田
  

  
 

古
賀

大
浦

三
丁

目
大

浦
一

丁
目

  
 

水
巻

総
合

　
本

陣
橋

 運
動

公
園

前
　

 九
州

女
子

大
前

  
　

本
陣

橋

 頃
末

宮
の

下
　

　
　

  
　

 
  

 学
園

大
通

り
　

　
黒

崎
四

丁
目

は
運

賃
区

界
停

留
所

　
　

熊
手

四
ツ

角
は

調
整

区
界

停
留

所

　
　

J
C

H
O

九
州

病
院

前
区

数
は

、
乗

車
停

留
所

か
ら

最
初

の
運

賃
区

界
停

留
所

ま
で

を
１

区
と

し
、

次
の

運
賃

区
界

停
留

所
ま

で
を

２
区

と
し

、
以

後
運

賃
区

界
停

留
所

ま
で

ご
と

に
１

区
を

加
え

る
。

吉
田

東
二

丁
目

吉
田

グ
ラ

ウ
ン

ド

吉
田

東
四

丁
目

東
水

巻
駅

  
  

 大
膳

橋

　
稲

国
橋

石
峰

山
荘

宮
丸

公
園

第
二

十
四

区
公

民
館

宮
丸

一
丁

目

黒
崎

駅
北

口

中 鶴 四 丁 目

い
き

い
き

ほ
ー

る

梅
ノ

木

大 鳥 居

原 牟 田

蜑 住 入 口

塩 屋 入 口

払 川
唐 戸

鷺 田
鴨 生 田

千 畳 敷 海 岸 入 口

逆 水
逆 水 東 口

後
安 屋

坊 ヶ 渕

小 敷 橋

二 島 郵 便 局 前

J パ ワ ー 電 源 開 発

ひ び き 学 園 入 口

脇 ノ 浦

鬼 ヶ 坂 入 口

外 小 竹

常 福 寺 入 口

椿 下

竜 光 の 滝

不 動 下

向 洋 中 学 校 前

第 一 二 島

高 稜 高 校 前

二 島 駅

東 二 島 三 丁 目

日 吉 神 社 下

道 岸
童 子 丸

用 勺
今 光 峠

今 光
赤 島

藤 ノ 木 駅 前

宮 丸
和 田 町

若 松 警 察 署 前

岬 の 山

若 松 体 育 館 前

古 前 一 丁 目

修 多 羅

若 松 駅

小 石 本 村

中 畑

西 畑 町

第 二
東 畑 町

響 灘 工 業

団 地 第 三

折 尾 五 丁 目

頃 末
頃 末 小 学 校 前

日 吉 台 三 丁 目

日 吉 台 下

折 尾 四 丁 目

第 二 太 閤 水

洞 北 中 学 校 前

折 尾 駅

折 尾 駅 北 口

折 尾 中 学 校 前

西 本 陣 橋

本 城 中 央

団 地

浅 川 二 丁 目

浅 川 学 園 台

入 口

光 貞 小 学 校 前

黄
枝

崎

三
菱

化
学

西
門

前

小
島

熊 西 一 丁 目

陣 の 原 三 丁 目

陣
原

駅
南

口

皇 后 崎

萩 原 団 地 下

熊 西 二 丁 目

勝 山 橋
魚 町

北 九 州 市 役 所 前

旦 過 橋

堺 町 公 園 前

第 一
東 畑 町

お か の 台

日 の 峯 公 園

日 の 峯

一 丁 目
浅 川 台

折 尾 東 団 地

蜑 住 公 民 館 下

新 屋 敷 北 口

脇 田

火 の 坂

東 本 陣 橋

柳
原

若 松 営 業 所

若 松
市 民 会 館 前

千 代 ヶ 崎

浅 川 中 学 校 前

蜑 住 団 地

竹
並

公
民

館
前

青 葉 台 西 二 丁 目

第 二 二 島

向 田 営 業 所

エ
ス

ト
本

町
東

口

青 葉 台 東

青 葉 台 中 央 公 園 前

楠 木 一 丁 目

友 田 二 丁 目

花 野 路 一 丁 目

花 野 路 三 丁 目

響 町 ・

エ コ タ ウ ン

東 二 島 四 丁 目

黒 崎 バ ス

セ ン タ ー

日 の 峯 入 口

学 研 都 市 北 口

花 野 路 中 央

花 野 路 西
花 美 坂

高 尾
水

巻
中

央

サ
イ

エ
ン

ス
パ

ー
ク

青
葉

小
学

校
前

青 葉 台 西 五 丁 目

青 葉 台 西

小
敷

公
民

館
前

響 灘 工 業

団 地 第 二

響 灘 工 業

団 地 第 四

響 灘 工 業

団 地 第 五

響 灘 工 業

団 地 第 一

東 小 石 町

若
松

区
役

所
前

ひ
び

き
の

東

ひ
び

き
の

南
一

丁
目

産
業

医
科

大
学

病
院

逆 水 西 口

学 研 都 市

北 口 第 二

日
吉

台
ニ

丁
目

水 巻 町

図 書 館

頃 末 北 三 丁 目

水 巻 町 役 場

夢 工 房

福
岡

新
水

巻
病

院

塩
屋

三
丁

目

本
城

学
研

台
三

丁
目

学
研

都
市

ひ
び

き
の

陣
原

駅
北

口
夕

原
町

黒
崎

駅
前

ふ
れ

あ
い

通
り

折
尾

東
小

学
校

入
口

芦
屋

競
艇

場

小
倉

記
念

病
院

玄
関

前

山
鹿

郵
便

局
前

ひ
び

き
の

北

西 天 神

汐 入 の 里 前

ひ
び

き
の

西

ひ
び

き
の

南

相
坂

本
城

学
研

台
一

丁
目

本
城

小
学

校
前

ひ
び

き
の

運
動

場
前

ひ
び

き
の

教
員

宿
舎

前ひ
び

き
の

郵
便

局
前

本 城 小 学 校 前

芦 屋 中 央 病 院 下

学
研

大
通

り
西

黒
崎

駅

日
吉

台
郵

便
局

前

日
吉

台
一

丁
目

芦
屋

中
央

病
院

玄
関

前

浅
川

交
差

点

浅
川

小
学

校
前

浅
川

入
口

本
城

駅

穴 生 橋

小 倉 港 松 山 行 フ ェ リ ー の り ば

江
川

小
学

校
前

大
井

戸
町

西
園

町

栄
盛

川

藤
木

小
学

校

今
光

二
丁

目

畑
谷

町 畑
谷

町
１

号
公

園

新
大

谷
町

南
公

園

佐
藤

公
園

下

和
田

町
公

園

白
山

二
丁

目

山
ノ

堂
１

１
番

山
ノ

堂
５

番

古
前

小
学

校
岬

ノ
山

公
園

下

赤
島

町
西

公
園

観
音

禅
寺

前

藤
ノ

木
市

民
セ

ン
タ

ー

第
十

五
区

公
民

館

古
開

本
城

団
地

本 城 中 学 校 前

第
二

赤
崎

上
中

畑

小
石

観
音

前

迫
田

第
二

小
石

本
村

下
原

町

上
原

町

若
松

高
校

前

深
町

内
平

中
川

町

百
合

野
町

公
園

前

大
池

町
６

番

古
前

学
童

前

ひ
び

き
園

大
池

町
８

番

大
池

町
公

園

響
灘

緑
地

入
口

平
石

平
川

内
小

竹

公
民

館
前

花
房

小
学

校
前

内
小

竹
第

一

内
小

竹
第

二

安
養

寺
下

中
島

公
園

前

洞
北

中
学

校
入

口

畠
田

ハ
ザ

マ
峠

口

暁
の

鐘
学

園

白
山

神
社

入
口

若
松
商
業
高
校
前

禅
覚

寺
入

口

畠
田

一
丁

目
北

公
園

畠
田

一
丁

目
中

公
園

畠
田

一
丁

目

片
山

三
丁

目

片
山

三
丁

目
公

園

畠
田

二
丁

目
公

園

顕
照
寺
前

片
山

小
石

本
村

町
西

公
園

赤
崎

小
石

本
村

町
東

公
園

宮
前

町

迫 田 町

東 公 園 下

迫 田 町

西 公 園

小 石 小

学 校 前

内
平

尻
小 竹 日 吉 神 社 下

常 福 寺 下

外 小 竹 公 民 館 入 口

原 ノ 空 池 入 口

竜 光 の 滝 別 院

脇 ノ 浦 漁 港 入 口

脇 ノ 浦 漁 港 前
脇 ノ 浦 公 民 館

小 竹

折 尾 光 明

折 尾 出 張 所 前

エ
コ

タ
ウ

ン
セ

ン
タ

ー
前

響
灘

工
業

団
地

入
口

藤
原

縄
手

島
郷

合
同

庁
舎

前

鴨
生

田
小

学
校

前

鴨
生

田 四
丁

目

畠
田

三
丁

目

青
葉
台
南

中
川

町
交

差
点

大
橋

通
り

後
水

水
巻

駅
南

口

下
二

の
ぞ

み
野

伊
左

座
小

学
校

入
口

二
町

住
入

口

八
所

神
社

い
ち

ょ
う

の
湯

前

ジ
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

北
九

州

若
松

渡
場

若
松

南
海

岸
通

り

戸
畑

駅

松
本

清
張

記
念

館
前

八
坂

神
社

前

室 町 ・ リ バ

ー ウ ォ ー ク

若
松

図
書

館
前
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別
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条
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）



 別表第３及び別表第３の２を次のように改める。   
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か
ん

ぽ
の

宿
北

九
州

　
　

　
　

　
  

  
　

　
　

　
　

  
 

岩
屋

　
岩

屋
入

口
　

　
　

西
小

石
町

 
　

　
　

　
北

湊
浄

化
セ

ン
タ

ー
前

　
新

屋
敷

　
北

連
歌

浜
　

安
瀬

口
　

安
瀬

　
　

  
  

芦
屋

町
役

場
前

芦
屋

橋
　

　
　

　
山

鹿
　

 ｸ
ﾞﾘ

ｰ
ﾝ

ﾊ
ﾟｰ

ｸ
  

  
 第

二
北

湊
町

　
　

　
 八

光
丸

入
口

青
葉

台
交

差
点

  
  

 第
一

北
湊

町
芦

屋
中

学
校

前
有

毛
  

 上
有

毛
竹

並
北

浜

自
衛

隊
前

 波
打

町

高
浜

町
芦

屋
総

合
  

 桜
町

体
育

館
前

  
  

  
  

産
業

医
科

大
学

若
松

病
院

鶴
松

団
地

  
 若

松
郵

便
局

前
浜

口
 

飛
行

場
下

　
　

　
 　

　
青

葉
台

入
口

大
君

　
　

高
須

団
地

　
 ウ

イ
ン

グ
大

城
プ

ラ
ザ

前
  

  
　

幸
町

江
川

橋
　

　
高

須
西

一
丁

目
  

  
 払

川
  

粟
屋

入
口

  
  

　
浅

生
高

須
南

二
丁

目
　

　
高

須
交

番
前

　
明

治
町

  
  

　
通

り
粟

屋
　

銀
天

街
前

高
須

公
営

第
二

粟
屋

住
宅

前
　

　
 　

新
払

川
　

 本
町

　
 猪

熊
北

　
　

向
田

　
  

三
ツ

頭
　

　
 　

大
橋

　
 本

町
猪

熊
第

二
三

松
園

　
  

  
 高

須
南

一
丁

目
御

開
若

松
競

艇
場

　
　

三
丁

目
 　

 高
須

小
学

校
前

　
 　

　
 塩

屋
本

城
陸

上
　

　
第

三
二

島
　

第
二

三
松

園
競

技
場

前

　
  

  
 三

松
園

  
  

第
二

浅
川

橋
　

　
東

中
島

紫
川

橋
　

五
月

　
  

 浅
川

橋
本

城
三

丁
目

　
　

碇
地

小
池

学
園

前
　

　
十

字
路

お
か

の
台

団
地

小
倉

駅
新

幹
線

口
　

８
棟

前
浅

川
学

園
台

　
光

貞
台

樋
口

お
か

の
台

団
地

浅
香

通
り

　
１

８
棟

前
 古

開
お

か
の

台
団

地
　

千
代

ヶ
崎

入
口

　
　

三
丁

目
　

 本
城

西
団

地
  

  
本

城
東

　
浅

川
台

三
丁

目
　

　
一

丁
目

　
　

　
米

町
　

 産
業

医
科

大
学

　
 病

院
入

口
力

丸
町

　
　

夜
越

梅
ノ

木
団

地
前

九
州

共
立

大
前

  
 本

城
西

市
営

住
宅

前
　

　
西

門
前

  
 帯

田
  

  
 

古
賀

大
浦

三
丁

目
大

浦
一

丁
目

  
 

水
巻

総
合

　
本

陣
橋

 運
動

公
園

前
　

 九
州

女
子

大
前

  
　

本
陣

橋

 頃
末

宮
の

下
　

　
　

  
　

 
  

 学
園

大
通

り
　

　
黒

崎
四

丁
目

は
運

賃
区

界
停

留
所

　
　

熊
手

四
ツ

角
は

調
整

区
界

停
留

所

　
　

J
C

H
O

九
州

病
院

前
区

数
は

、
乗

車
停

留
所

か
ら

最
初

の
運

賃
区

界
停

留
所

ま
で

を
１

区
と

し
、

次
の

運
賃

区
界

停
留

所
ま

で
を

２
区

と
し

、
以

後
運

賃
区

界
停

留
所

ま
で

ご
と

に
１

区
を

加
え

る
。

吉
田

東
二

丁
目

吉
田

グ
ラ

ウ
ン

ド

吉
田

東
四

丁
目

東
水

巻
駅

  
  

 大
膳

橋

　
稲

国
橋

石
峰

山
荘

宮
丸

公
園

第
二

十
四

区
公

民
館

宮
丸

一
丁

目

黒
崎

駅
北

口

中 鶴 四 丁 目

い
き

い
き

ほ
ー

る

梅
ノ

木

大 鳥 居

原 牟 田

蜑 住 入 口

塩 屋 入 口

払 川
唐 戸

鷺 田
鴨 生 田

千 畳 敷 海 岸 入 口

逆 水
逆 水 東 口

後
安 屋

坊 ヶ 渕

小 敷 橋

二 島 郵 便 局 前

J パ ワ ー 電 源 開 発

ひ び き 学 園 入 口

脇 ノ 浦

鬼 ヶ 坂 入 口

外 小 竹

常 福 寺 入 口

椿 下

竜 光 の 滝

不 動 下

向 洋 中 学 校 前

第 一 二 島

高 稜 高 校 前

二 島 駅

東 二 島 三 丁 目

日 吉 神 社 下

道 岸
童 子 丸

用 勺
今 光 峠

今 光
赤 島

藤 ノ 木 駅 前

宮 丸
和 田 町

若 松 警 察 署 前

岬 の 山

若 松 体 育 館 前

古 前 一 丁 目

修 多 羅

若 松 駅

小 石 本 村

中 畑

西 畑 町

第 二
東 畑 町

響 灘 工 業

団 地 第 三

折 尾 五 丁 目

頃 末
頃 末 小 学 校 前

日 吉 台 三 丁 目

日 吉 台 下

折 尾 四 丁 目

第 二 太 閤 水

洞 北 中 学 校 前

折 尾 駅

折 尾 駅 北 口

折 尾 中 学 校 前

西 本 陣 橋

本 城 中 央

団 地

浅 川 二 丁 目

浅 川 学 園 台

入 口

光 貞 小 学 校 前

黄
枝

崎

三
菱

化
学

西
門

前

小
島

熊 西 一 丁 目

陣 の 原 三 丁 目

陣
原

駅
南

口

皇 后 崎

萩 原 団 地 下

熊 西 二 丁 目

勝 山 橋
魚 町

北 九 州 市 役 所 前

旦 過 橋

堺 町 公 園 前

第 一
東 畑 町

お か の 台

日 の 峯 公 園

日 の 峯

一 丁 目
浅 川 台

折 尾 東 団 地

蜑 住 公 民 館 下

新 屋 敷 北 口

脇 田

火 の 坂

東 本 陣 橋

柳
原

若 松 営 業 所

若 松
市 民 会 館 前

千 代 ヶ 崎

浅 川 中 学 校 前

蜑 住 団 地

竹
並

公
民

館
前

青 葉 台 西 二 丁 目

第 二 二 島

向 田 営 業 所

エ
ス

ト
本

町
東

口

青 葉 台 東

青 葉 台 中 央 公 園 前

楠 木 一 丁 目

友 田 二 丁 目

花 野 路 一 丁 目

花 野 路 三 丁 目

響 町 ・

エ コ タ ウ ン

東 二 島 四 丁 目

黒 崎 バ ス

セ ン タ ー

日 の 峯 入 口

学 研 都 市 北 口

花 野 路 中 央

花 野 路 西
花 美 坂

高 尾
水

巻
中

央

サ
イ

エ
ン

ス
パ

ー
ク

青
葉

小
学

校
前

青 葉 台 西 五 丁 目

青 葉 台 西

小
敷

公
民

館
前

響 灘 工 業

団 地 第 二

響 灘 工 業

団 地 第 四

響 灘 工 業

団 地 第 五

響 灘 工 業

団 地 第 一

東 小 石 町

若
松

区
役

所
前

ひ
び

き
の

東

ひ
び

き
の

南
一

丁
目

産
業

医
科

大
学

病
院

逆 水 西 口

学 研 都 市

北 口 第 二

日
吉

台
ニ

丁
目

水 巻 町

図 書 館

頃 末 北 三 丁 目

水 巻 町 役 場

夢 工 房

福
岡

新
水

巻
病

院

塩
屋

三
丁

目

本
城

学
研

台
三

丁
目

学
研

都
市

ひ
び

き
の

陣
原

駅
北

口
夕

原
町

黒
崎

駅
前

ふ
れ

あ
い

通
り

折
尾

東
小

学
校

入
口

芦
屋

競
艇

場

小
倉

記
念

病
院

玄
関

前

山
鹿

郵
便

局
前

ひ
び

き
の

北

西 天 神

汐 入 の 里 前

ひ
び

き
の

西

ひ
び

き
の

南

相
坂

本
城

学
研

台
一

丁
目

本
城

小
学

校
前

ひ
び

き
の

運
動

場
前

ひ
び

き
の

教
員

宿
舎

前ひ
び

き
の

郵
便

局
前

本 城 小 学 校 前

芦 屋 中 央 病 院 下

学
研

大
通

り
西

黒
崎

駅

日
吉

台
郵

便
局

前

日
吉

台
一

丁
目

芦
屋

中
央

病
院

玄
関

前

浅
川

交
差

点

浅
川

小
学

校
前

浅
川

入
口

本
城

駅

穴 生 橋

小 倉 港 松 山 行 フ ェ リ ー の り ば

江
川

小
学

校
前

大
井

戸
町

西
園

町

栄
盛

川

藤
木

小
学

校

今
光

二
丁

目

畑
谷

町 畑
谷

町
１

号
公

園

新
大

谷
町

南
公

園

佐
藤

公
園

下

和
田

町
公

園

白
山

二
丁

目

山
ノ

堂
１

１
番

山
ノ

堂
５

番

古
前

小
学

校
岬

ノ
山

公
園

下

赤
島

町
西

公
園

観
音

禅
寺

前

藤
ノ

木
市

民
セ

ン
タ

ー

第
十

五
区

公
民

館

古
開

本
城

団
地

本 城 中 学 校 前

第
二

赤
崎

上
中

畑

小
石

観
音

前

迫
田

第
二

小
石

本
村

下
原

町

上
原

町

若
松

高
校

前

深
町

内
平

中
川

町

百
合

野
町

公
園

前

大
池

町
６

番

古
前

学
童

前

ひ
び

き
園

大
池

町
８

番

大
池

町
公

園

響
灘

緑
地

入
口

平
石

平
川

内
小

竹

公
民

館
前

花
房

小
学

校
前

内
小

竹
第

一

内
小

竹
第

二

安
養

寺
下

中
島

公
園

前

洞
北

中
学

校
入

口

畠
田

ハ
ザ

マ
峠

口

暁
の

鐘
学

園

白
山

神
社

入
口

若
松
商
業
高
校
前

禅
覚

寺
入

口

畠
田

一
丁

目
北

公
園

畠
田

一
丁

目
中

公
園

畠
田

一
丁

目

片
山

三
丁

目

片
山

三
丁

目
公

園

畠
田

二
丁

目
公

園

顕
照
寺
前

片
山

小
石

本
村

町
西

公
園

赤
崎

小
石

本
村

町
東

公
園

宮
前

町

迫 田 町

東 公 園 下

迫 田 町

西 公 園

小 石 小

学 校 前

内
平

尻
小 竹 日 吉 神 社 下

常 福 寺 下

外 小 竹 公 民 館 入 口

原 ノ 空 池 入 口

竜 光 の 滝 別 院

脇 ノ 浦 漁 港 入 口

脇 ノ 浦 漁 港 前
脇 ノ 浦 公 民 館

小 竹

折 尾 光 明

折 尾 出 張 所 前

エ
コ

タ
ウ

ン
セ

ン
タ

ー
前

響
灘

工
業

団
地

入
口

藤
原

縄
手

島
郷

合
同

庁
舎

前

鴨
生

田
小

学
校

前

鴨
生

田 四
丁

目

畠
田

三
丁

目

青
葉
台
南

中
川

町
交

差
点

大
橋

通
り

後
水

水
巻

駅
南

口

下
二

の
ぞ

み
野

伊
左

座
小

学
校

入
口

二
町

住
入

口

八
所

神
社

い
ち

ょ
う

の
湯

前

ジ
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

北
九

州

若
松

渡
場

若
松

南
海

岸
通

り

戸
畑

駅

松
本

清
張

記
念

館
前

八
坂

神
社

前

室 町 ・ リ バ

ー ウ ォ ー ク

若
松

図
書

館
前

（
点
線
で
囲
ん

だ
地
域
を
北
九
州
市
内
地
域
と
す
る
。

）
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別
表

第
３
（
第

１
４

条
の

２
関
係

）



か
ん

ぽ
の

宿
北

九
州

　
　

　
　

　
  

  
　

　
　

　
　

  
 

岩
屋

　
岩

屋
入

口
　

　
　

西
小

石
町

 
　

　
　

　
北

湊
浄

化
セ

ン
タ

ー
前

　
新

屋
敷

　
北

連
歌

浜
　

安
瀬

口
　

安
瀬

　
　

  
  

芦
屋

町
役

場
前

芦
屋

橋
　

　
　

　
山

鹿
　

 ｸ
ﾞﾘ

ｰ
ﾝ

ﾊ
ﾟｰ

ｸ
  

  
 第

二
北

湊
町

　
　

　
 八

光
丸

入
口

青
葉

台
交

差
点

  
  

 第
一

北
湊

町
芦

屋
中

学
校

前
有

毛
  

 上
有

毛
竹

並
北

浜

自
衛

隊
前

 波
打

町

高
浜

町
芦

屋
総

合
  

 桜
町

体
育

館
前

  
  

  
  

産
業

医
科

大
学

若
松

病
院

鶴
松

団
地

  
 若

松
郵

便
局

前
浜

口
 

飛
行

場
下

　
　

　
 　

　
青

葉
台

入
口

大
君

　
　

高
須

団
地

　
 ウ

イ
ン

グ
大

城
プ

ラ
ザ

前
  

  
　

幸
町

江
川

橋
　

　
高

須
西

一
丁

目
  

  
 払

川
  

粟
屋

入
口

  
  

　
浅

生
高

須
南

二
丁

目
　

　
高

須
交

番
前

　
明

治
町

  
  

　
通

り
粟

屋
　

銀
天

街
前

高
須

公
営

第
二

粟
屋

住
宅

前
　

　
 　

新
払

川
　

 本
町

　
 猪

熊
北

　
　

向
田

　
  

三
ツ

頭
　

　
 　

大
橋

　
 本

町
猪

熊
第

二
三

松
園

　
  

  
 高

須
南

一
丁

目
御

開
若

松
競

艇
場

　
　

三
丁

目
 　

 高
須

小
学

校
前

　
 　

　
 塩

屋
本

城
陸

上
　

　
第

三
二

島
　

第
二

三
松

園
競

技
場

前

　
  

  
 三

松
園

  
  

第
二

浅
川

橋
　

　
東

中
島

紫
川

橋
　

五
月

　
  

 浅
川

橋
本

城
三

丁
目

　
　

碇
地

小
池

学
園

前
　

　
十

字
路

お
か

の
台

団
地

小
倉

駅
新

幹
線

口
　

８
棟

前
浅

川
学

園
台

　
光

貞
台

樋
口

お
か

の
台

団
地

浅
香

通
り

　
１

８
棟

前
 古

開
お

か
の

台
団

地
　

千
代

ヶ
崎

入
口

　
　

三
丁

目
　

 本
城

西
団

地
  

  
本

城
東

　
浅

川
台

三
丁

目
　

　
一

丁
目

　
　

　
米

町
　

 産
業

医
科

大
学

　
 病

院
入

口
力

丸
町

　
　

夜
越

梅
ノ

木
団

地
前

九
州

共
立

大
前

  
 本

城
西

市
営

住
宅

前
　

　
西

門
前

  
 帯

田
  

  
 

古
賀

大
浦

三
丁

目
大

浦
一

丁
目

  
 

水
巻

総
合

　
本

陣
橋

 運
動

公
園

前
　

 九
州

女
子

大
前

  
　

本
陣

橋

 頃
末

宮
の

下
　

　
　

  
　

 
  

 学
園

大
通

り
　

　
黒

崎
四

丁
目

は
運

賃
区

界
停

留
所

　
　

熊
手

四
ツ

角
は

調
整

区
界

停
留

所

　
　

J
C

H
O

九
州

病
院

前
区

数
は

、
乗

車
停

留
所

か
ら

最
初

の
運

賃
区

界
停

留
所

ま
で

を
１

区
と

し
、

次
の

運
賃

区
界

停
留

所
ま

で
を

２
区

と
し

、
以

後
運

賃
区

界
停

留
所

ま
で

ご
と

に
１

区
を

加
え

る
。

吉
田

東
二

丁
目

吉
田

グ
ラ

ウ
ン

ド

吉
田

東
四

丁
目

東
水

巻
駅

  
  

 大
膳

橋

　
稲

国
橋

石
峰

山
荘

宮
丸

公
園

第
二

十
四

区
公

民
館

宮
丸

一
丁

目

黒
崎

駅
北

口

中 鶴 四 丁 目

い
き

い
き

ほ
ー

る

梅
ノ

木

大 鳥 居

原 牟 田

蜑 住 入 口

塩 屋 入 口

払 川
唐 戸

鷺 田
鴨 生 田

千 畳 敷 海 岸 入 口

逆 水
逆 水 東 口

後
安 屋

坊 ヶ 渕

小 敷 橋

二 島 郵 便 局 前

J パ ワ ー 電 源 開 発

ひ び き 学 園 入 口

脇 ノ 浦

鬼 ヶ 坂 入 口

外 小 竹

常 福 寺 入 口

椿 下

竜 光 の 滝

不 動 下

向 洋 中 学 校 前

第 一 二 島

高 稜 高 校 前

二 島 駅

東 二 島 三 丁 目

日 吉 神 社 下

道 岸
童 子 丸

用 勺
今 光 峠

今 光
赤 島

藤 ノ 木 駅 前

宮 丸
和 田 町

若 松 警 察 署 前

岬 の 山

若 松 体 育 館 前

古 前 一 丁 目

修 多 羅

若 松 駅

小 石 本 村

中 畑

西 畑 町

第 二
東 畑 町

響 灘 工 業

団 地 第 三

折 尾 五 丁 目

頃 末
頃 末 小 学 校 前

日 吉 台 三 丁 目

日 吉 台 下

折 尾 四 丁 目

第 二 太 閤 水

洞 北 中 学 校 前

折 尾 駅

折 尾 駅 北 口

折 尾 中 学 校 前

西 本 陣 橋

本 城 中 央

団 地

浅 川 二 丁 目

浅 川 学 園 台

入 口

光 貞 小 学 校 前

黄
枝

崎

三
菱

化
学

西
門

前

小
島

熊 西 一 丁 目

陣 の 原 三 丁 目

陣
原

駅
南

口

皇 后 崎

萩 原 団 地 下

熊 西 二 丁 目

勝 山 橋
魚 町

北 九 州 市 役 所 前

旦 過 橋

堺 町 公 園 前

第 一
東 畑 町

お か の 台

日 の 峯 公 園

日 の 峯

一 丁 目
浅 川 台

折 尾 東 団 地

蜑 住 公 民 館 下

新 屋 敷 北 口

脇 田

火 の 坂

東 本 陣 橋

柳
原

若 松 営 業 所

若 松
市 民 会 館 前

千 代 ヶ 崎

浅 川 中 学 校 前

蜑 住 団 地

竹
並

公
民

館
前

青 葉 台 西 二 丁 目

第 二 二 島

向 田 営 業 所

エ
ス

ト
本

町
東

口

青 葉 台 東

青 葉 台 中 央 公 園 前

楠 木 一 丁 目

友 田 二 丁 目

花 野 路 一 丁 目

花 野 路 三 丁 目

響 町 ・

エ コ タ ウ ン

東 二 島 四 丁 目

黒 崎 バ ス

セ ン タ ー

日 の 峯 入 口

学 研 都 市 北 口

花 野 路 中 央

花 野 路 西
花 美 坂

高 尾
水

巻
中

央

サ
イ

エ
ン

ス
パ

ー
ク

青
葉

小
学

校
前

青 葉 台 西 五 丁 目

青 葉 台 西

小
敷

公
民

館
前

響 灘 工 業

団 地 第 二

響 灘 工 業

団 地 第 四

響 灘 工 業

団 地 第 五

響 灘 工 業

団 地 第 一

東 小 石 町

若
松

区
役

所
前

ひ
び

き
の

東

ひ
び

き
の

南
一

丁
目

産
業

医
科

大
学

病
院

逆 水 西 口

学 研 都 市

北 口 第 二

日
吉

台
ニ

丁
目

水 巻 町

図 書 館

頃 末 北 三 丁 目

水 巻 町 役 場

夢 工 房

福
岡

新
水

巻
病

院

塩
屋

三
丁

目

本
城

学
研

台
三

丁
目

学
研

都
市

ひ
び

き
の

陣
原

駅
北

口
夕

原
町

黒
崎

駅
前

ふ
れ

あ
い

通
り

折
尾

東
小

学
校

入
口

芦
屋

競
艇

場

小
倉

記
念

病
院

玄
関

前

山
鹿

郵
便

局
前

ひ
び

き
の

北

西 天 神

汐 入 の 里 前

ひ
び

き
の

西

ひ
び

き
の

南

相
坂

本
城

学
研

台
一

丁
目

本
城

小
学

校
前

ひ
び

き
の

運
動

場
前

ひ
び

き
の

教
員

宿
舎

前ひ
び

き
の

郵
便

局
前

本 城 小 学 校 前

芦 屋 中 央 病 院 下

学
研

大
通

り
西

黒
崎

駅

日
吉

台
郵

便
局

前

日
吉

台
一

丁
目

芦
屋

中
央

病
院

玄
関

前

浅
川

交
差

点

浅
川

小
学

校
前

浅
川

入
口

本
城

駅

穴 生 橋

小 倉 港 松 山 行 フ ェ リ ー の り ば

江
川

小
学

校
前

大
井

戸
町

西
園

町

栄
盛

川

藤
木

小
学

校

今
光

二
丁

目

畑
谷

町 畑
谷

町
１

号
公

園

新
大

谷
町

南
公

園

佐
藤

公
園

下

和
田

町
公

園

白
山

二
丁

目

山
ノ

堂
１

１
番

山
ノ

堂
５

番

古
前

小
学

校
岬

ノ
山

公
園

下

赤
島

町
西

公
園

観
音

禅
寺

前

藤
ノ

木
市

民
セ

ン
タ

ー

第
十

五
区

公
民

館

古
開

本
城

団
地

本 城 中 学 校 前

第
二

赤
崎

上
中

畑

小
石

観
音

前

迫
田

第
二

小
石

本
村

下
原

町

上
原

町

若
松

高
校

前

深
町

内
平

中
川

町

百
合

野
町

公
園

前

大
池

町
６

番

古
前

学
童

前

ひ
び

き
園

大
池

町
８

番

大
池

町
公

園

響
灘

緑
地

入
口

平
石

平
川

内
小

竹

公
民

館
前

花
房

小
学

校
前

内
小

竹
第

一

内
小

竹
第

二

安
養

寺
下

中
島

公
園

前

洞
北

中
学

校
入

口

畠
田

ハ
ザ

マ
峠

口

暁
の

鐘
学

園

白
山

神
社

入
口

若
松
商
業
高
校
前

禅
覚

寺
入

口

畠
田

一
丁

目
北

公
園

畠
田

一
丁

目
中

公
園

畠
田

一
丁

目

片
山

三
丁

目

片
山

三
丁

目
公

園

畠
田

二
丁

目
公

園

顕
照
寺
前

片
山

小
石

本
村

町
西

公
園

赤
崎

小
石

本
村

町
東

公
園

宮
前

町

迫 田 町

東 公 園 下

迫 田 町

西 公 園

小 石 小

学 校 前

内
平

尻
小 竹 日 吉 神 社 下

常 福 寺 下

外 小 竹 公 民 館 入 口

原 ノ 空 池 入 口

竜 光 の 滝 別 院

脇 ノ 浦 漁 港 入 口

脇 ノ 浦 漁 港 前
脇 ノ 浦 公 民 館

小 竹

折 尾 光 明

折 尾 出 張 所 前

エ
コ

タ
ウ

ン
セ

ン
タ

ー
前

響
灘

工
業

団
地

入
口

藤
原

縄
手

島
郷

合
同

庁
舎

前

鴨
生

田
小

学
校

前

鴨
生

田 四
丁

目

畠
田

三
丁

目

青
葉
台
南

中
川

町
交

差
点

大
橋

通
り

後
水

水
巻

駅
南

口

下
二

の
ぞ

み
野

伊
左

座
小

学
校

入
口

二
町

住
入

口

八
所

神
社

い
ち

ょ
う

の
湯

前

ジ
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

北
九

州

若
松

渡
場

若
松

南
海

岸
通

り

戸
畑

駅

松
本

清
張

記
念

館
前

八
坂

神
社

前

室 町 ・ リ バ

ー ウ ォ ー ク

若
松

図
書

館
前

（
点
線
で
囲
ん
だ
地
域
の
う
ち
、
若
松
渡
場
を
含
む
地

域
を
若
松
渡
場
地
域
と
し
、
折
尾

駅
を
含
む
地
域
を
折
尾
駅
地
域
と
す
る

。
）
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付 則 

（施行期日） 

１ この規程は、令和４年４月２６日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正前の北九州市自動車事業使用料及び手数料条例施行規程（以下「旧規

程」という。）の規定により発行された乗車券で、この規程の施行の際現に

効力を有するものは、改正後の北九州市自動車事業使用料及び手数料条例施

行規程の規定により発行されたものとみなす。 

３ 前項に定めるもののほか、旧規程の規定により発行された乗車券の取扱い

については、別に管理者が定める。 
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正誤表 

 

年 号 頁 訂正箇所 正 誤 

令和４年  第５０９４号  ９  
上から２７行目  令和  令和令和  

上から３２行目 令和 平成 
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